
 「まつおかってこんなとこ！～松岡の歴史について
深く知ろう！～」と題して、羽水高校３年生の角谷
文歌さんによる民話紙芝居の口演会が開催されま
した。Ｂ－メイト作成の民話紙芝居『御館の椿』の口
演と松岡に関する歴史クイズなどで会場は盛り上
がりました。

 年末年始休館（全館）のお知らせ
期 間：１２月27日（金）～１月４日（土）
返却は各館所定の時間外返却口（ブックポスト）
をご利用ください。なお、視聴覚資料（DVD・CD・
ビデオ）は破損防止のため、開館時の窓口返却にご
協力をお願いします。

『クリスマスの女の子』

図 書 館
だ よ り

●町立図書館 TEL61-7117
●町立図書館永平寺館 TEL63-3112
●町立図書館上志比館 TEL64-3170
開館時間：10:00～18:00
休 館 日 ：毎週月曜日及び月末日
※町立図書館は火・木曜日 延長
開館時間：10:00～20:00
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生涯学習だより「Seed」は町公式ホームページでもご覧いただけます。
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樋口 直哉／著 光文社新書

ロジカルに（論理的に）考えて作る
と料理は美味しくなる⁉ レシピご
とに添えられた「解説」には、「加水
分解」「化学反応」「浸透速度」といっ
た用語も並び・・・
レシピの意図を知ってから作りた
い人や、レシピ通りに作っているは
ずなのに何故かいまいちという人
におすすめのレシピ本です。

お 知 ら せ

新 着 図 書

１2月の
特設

コーナー

積ん読の本 石井 千湖／著
「怒り」をおさめるコツ 篠原 尉子／著
日本狛犬大全 荒 勝俊／著
下山事件 木田 滋夫／著
暮らしと物価の地政学 小山 堅／総監修
知らなかった！酢納豆の力 栗原 毅／著
ごみ収集の知られざる世界 藤井 誠一郎／著
おうちスコーン図鑑 稲田 多佳子／著
レシピ以前の料理の心得 上田 淳子／著
たべるノヲト。 松重 豊／著
図解でよくわかる根のきほん 根研究学会／編著
高倉健の図書係 谷 充代／著
部首の誕生 落合 淳思／著
ミニマムで学ぶ中国語のことわざ 千野 明日香／著
五木寛之×栗山英樹「対話」の力 五木 寛之／著
喫茶ひまわり 伊多波 碧／著
小鳥とリムジン 小川 糸／著
シルバー保育園サンバ！ 中澤 日菜子／著
関白同心 早見 俊／著

お も し ろ と し ょ か んお も し ろ と し ょ か ん

町立図書館町立図書館

上志比館上志比館

毎週土曜日 10時30分～11時

第3土曜日 10時30分～11時

■町立図書館 ＧＡＭＥ

■永平寺館 （一般書） ランチタイム
（児童書） もふもふ ふわふわ

■上志比館 クリスマスの本

図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１ １/１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

19 20 21 22 23 24 25

ルーマー・ゴッデン／作 久慈 美貴／訳 たかお ゆうこ／絵
徳間書店

『ロジカル男飯』

1 月 １ １ 日 （ 土 ）
1 月 1 8 日 （ 土 ）
１ 月 2 5 日 （ 土 ）

おはなしのへや
民話紙芝居
おもしろとしょかん

１ 月 1 8 日 （ 土 ） おもしろとしょかん

Ｓｅｅｄ：種

この一粒の（話の）種
・・・やがて芽がでる、

花が咲く

クリスマスイブ、自分を抱きしめて
くれる女の子を待つ人形ホリ―と、
自分をあたたかく迎えてくれる家
を探す孤児のアイビー。両者がどん
なふうに出会い、安心できる場所
にたどりつくのか。人形と子どもの
交流を描く『四つの人形のお話』シ
リーズで、３作の続編があります。

お は な し 探 偵 く ら ぶお は な し 探 偵 く ら ぶ

永平寺館永平寺館 １ 月 ゆきおんな

202４年12月20日発行 第２24号
発行者 永平寺町松岡春日1－4

永平寺町教育委員会生涯学習課
印 刷 （社会福祉法人）福井県セルプ

いきもの 神永 曉／監修
森と、母と、わたしの一週間 八束 澄子／著
ぼくのカキだよ！ 市川 里美／作
エナガのくらし 東郷 なりさ／作
たれてる 鈴木 のりたけ／作
ぞうくんのおおゆきさんぽ なかの ひろたか/作絵

※新年の予約受付は、
１月６日から行います。

町内文化施設を下記の期間で休館いたします。

期 間：令和6年12月28日（土）～令和7年1月6日（月）
対象施設：町内公民館、ふるさと学習館、上志比文化会館サンサンホール

町内体育施設を下記の期間で休館いたします。

期 間：令和6年12月29日（日）～令和7年1月3日（金）
対象施設：町内体育施設

締切 令和7年1月12日(日) 定員になり次第締め切ります。

期 日 令和7年1月18日（土）
会 場 九頭竜スキー場

（912-0092 大野市角野１４－３）
対 象 者 永平寺町に住んでいる小学生１～６年生

（保護者の引率・送迎をお願いします。）
定 員 先着２０名
参 加 料 ５００円 （保険料込）

※昼食・リフト代は別途自己負担
指 導 者 永平寺町スキー連盟の指導者
持ち物等 スキーウェア・ブーツ・スキー板・ストック・手袋・帽子・ゴーグル等
申 込 先 下記の町スポーツ協会事務局まで電話でお申し込みください。

小学生のみなさん！ スキーの楽しさや面白さを体験してみませんか！

永平寺町 小学生スキー教室 参加者募集

スケジュール（予定）

9：00 受付 （スキー学校横）

9：30～11：40 午前の部

昼食

12：40～14：50 午後の部

15：00 解散

【問い合わせ・申込先】

永平寺町スポーツ協会 事務局 TEL：６１－３４８５

永平寺町松岡湯谷53-8-1 松岡B＆G海洋センター内
Mail : eiheiji.spokyo@gmail.com

締切 令和７年１月３１日(金) 

’２４県民スポーツ祭 スキー競技 出場者募集

期 日 令和7年2月22日（土）、23日（日）
会 場 アルペン 九頭竜スキー場

クロスカントリー ＤＡＩＮＯＵスポーツ
競技種目 ①市町対抗の部

②高校の部
③中学の部
④交流大会の部 (1)小学生個人競技

(2)体験の部
参 加 費 無料
申 込 先 下記の町スポーツ協会事務局または

永平寺町スキー連盟競技部 小鍜治（090-9768-5577）

【問い合せ先】
永平寺町教育委員会生涯学習課
電 話：６１－３４００
FAX：６１－２４３４
shogai@town.eiheiji.fukui.jp

永平寺町文化功労賞
候補者募集中

詳しくは、
Seed11月号

または
町ホームページ
をご覧ください。

締切 令和７年１月10日(金) 



エンジョイ えいへいじ スポーツタウン

１１月１７日（日）福井県立武道館において、上記の交流大会が永平寺町・町教
育委員会・町スポーツ協会・町スポーツ少年団が共催、福井市剣道連盟・松岡
少年剣道教室が主管となって、３８チーム、１８２名の選手が参加して開催され
ました。

開会式において岩城龍一郎町本部長が「激励の言葉」を述べました。松岡少
年剣道教室の選手たちは日ごろの練習の成果を発揮しようと最後まで力いっ
ぱい頑張り、みんな満足そうな顔をして終えることができました。また松岡少
年剣道教室の保護者会のみなさんが受付業務・競技役員・弁当係等々の業務
にご協力を頂き、大会は大成功に終えることができました。

１１月１０日（日）に上志比小学校体育館にて開催しました。当日は１００名の町民が集い、和気あいあいの中で交流を深
めました。また今年は、親子（家族）での参加が４チームあり、特別に「親子リーグ」を実施しました。来年度は、もっと大勢
の子供たちの参加を期待します。

「活
気
」
の
合
言
葉
で

一
致
団
結

大会結果（敬称略）

優 勝 楽クラブＡ [永平寺地区]
斉川 嘉長、岩崎 征治、谷原 敬一

準優勝 東古市Ｃ [永平寺地区]
宮崎 義幸、松山 芳宏、齋藤 秀則

第3位 せせらぎＢ [上志比地区]
松田 裕志、酒井 美保子、山田 富美子

特別表彰 親子リーグ

優 勝 なごみE [松岡地区]
西本 一郎、西本 千津江、西本 廉太朗

 

 
申込フォーム 

【問い合わせ・申込先】

永平寺町スポーツ協会 永平寺町スポーツ少年団 事務局

永平寺町松岡湯谷53-8-1 松岡B＆G海洋センター内
TEL：６１－３４８５ FAX：６１－３４８２
Mail :eiheiji.spokyo@gmail.com

ハンドボール
大会運営ボランティア

募集中！！

← お申し込みはこちら

真
剣
勝
負
の
選
手
た
ち

永平寺町男女共同参画室
（生涯学習課内）

TEL 61-3400

男女が支えあい輝くまちづくりを展開していきます。永愛ネットワークではいっしょに活動してくださる団体を募集しています。
ひととひと

福井ライフアカデミー共催講座

ウェルビーイングなまちづくり ～幸せを実感できる地域づくりに向けて～

１１月19日（火）松岡公民館において、福井県立大学准教授の高野
翔氏を講師にお招きし、「ウェルビーイングなまちづくり」をテーマに
ご講義いただきました。
1時間という短い時間の講義でしたが、ウェルビーイングについて
世界と日本の現状比較と先生の福井での取り組みを踏まえた内容
でとても分かりやすく、参加者の皆さんも自分事として気づきを得
られた機会となったと好評でした。また、身近な地域課題とこれか
らの取り組みについて関心と理解が深まった講座となりました。

男性、女性、高齢者や子ども、いろいろな人の意見を取り入れていますか？


